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第
二
十
三
回

書
学
書
道
史
学
会
大
会
を
終
え
て

荒
金

信
治

季
節
は
ず
れ
の
台
風
を
思
わ
せ
る
風
雨
の
中
、
学
会
員
諸
氏
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
初
日

の
開
会
式
よ
り
、
別
府
大
学
へ多
数
の
ご
参
集
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
寒
波
を
と
も
な
う
九
州
初
の
大
会
と
な
り
ま
し
た
が
、
大
会
運
営
者
と
し
て

地
元
の
お
も
て
な
し
に
意
を
尽
く
し
、
和
や
か
な
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た
だ
き
た
く
努
め
た

次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
初
日
は
陳
柏
伩
氏
、
福
光
由
布

氏
の
研
究
発
表
に
引
き
つ
づ
き
、
中
国
か

ら
お
招
き
し
た
胡
平
生
先
生
（簡
牘
研
究

者
・
中
国
文
化
遺
産
研
究
所
研
究
員
）
に

よ
る
講
演
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
「簡
牘
の

偽
物
問
題
に
つ
い
て
」と
題
し
、
近
年
発
掘

さ
れ
た
簡
牘
の
真
偽
に
つ
い
て
、
実
体
験
に

基
づ
い
た
解
説
と
見
方
等
が
明
快
に
語
ら

れ
ま
し
た
。
今
回
の
胡
平
生
先
生
の
講
演

に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の
簡
牘
文
字
に
新
た
な
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視
点
が
あ
て
ら
れ
、
と
り
わ
け
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し
た
。

講
演
会
が
終
了
し
た
後
、
当
地
温
泉
地
帯
に
あ
る
「ホ
テ
ル
鉄
輪
（か
ん
な
わ
）」に
移
動

し
、
懇
親
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ
こ
で
、
地
元
大
分
の
食
材
を
活
か
し
た
品
々
を
堪
能

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
参
加
さ
れ
た
会
員
は
も
と
よ
り
、
大
分
の
書
学
関
係
者
の
方

々
と
の
懇
親
を
大
い
に
深
め
る
貴
重
な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。

２
日
目
の
発
表
は
、
川
合
尚
子
氏
・緑
川
明
憲
氏
・丸
山
果
織
氏
・尾
川
明
穂
氏
・矢
野

千
載
氏
・高
木
義
隆
氏
・横
田
恭
三
氏
と
つ
づ
き
、
日
頃
の
研
究
成
果
を
う
か
が
う
機
会
を

得
ま
し
た
。
い
ず
れ
の
発
表
も
、
「書
」に
関
す
る
様
々
な
事
項
を
多
角
的
な
視
点
か
ら
ア
プ

ロ
ー
チ
さ
れ
た
も
の
で
し
た
。
こ
れ
ら
の
発
表
成
果
に
対
し
、
参
加
者
か
ら
は
真
摯
な
姿
勢
で

質
問
や
問
題
提
起
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
と
り
わ
け
今
大
会
で
は
、
発
表
者
の
み
な
ら
ず
、
ま

た
聴
衆
者
も
、
書
学
の
大
切
さ
と
そ
の
深
遠
さ
を
共
有
で
き
た
も
の
と
感
じ
ま
し
た
。

一
方
、
大
会
両
日
に
わ
た
り
、
研
究
な
ら
び
に
教
材
用
に
収
集
し
た
、
自
前
の
拓
本
類
で

特
別
鑑
賞
会
を
本
学
第
２
体
育
館
に
お
い
て
開
催
し
ま
し
た
。
時
代
順
に
配
し
た
２
０
０
点

余
の
原
拓
、
石
片
、
甲
骨
文
字
等
の
展
示
に
対
し
て
、
参
加
者
全
員
が
一
点
一
点
を
熱
心
に

鑑
賞
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
近
現
代
作
家
の
作
品
も
展
示
し
、
書
の
歴
史
を
体
感
で
き

る
よ
う
に
努
め
ま
し
た
が
、
大
方
好
評
を
博
し
て
い
た
よ
う
で
す
。

ま
た
、
特
別
展
の
企
画
の
中
で
、
中
国
か
ら
も
う
一
人
お
招
き
し
た
呉
昌
碩
の
曾
孫
に
あ

た
る
呉
越
先
生
（呉
昌
碩
記
念
館
執
行
館
長
）に
よ
る
「水
墨
画
実
演
」と
「呉
昌
碩
印
鑑
賞

解
説
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
呉
越
先
生
の
水
墨
画
で
引
く
線
は
、
呉
昌
碩
か
ら
受
け
継
が

れ
た
筆
法
で
あ
り
、
大
胆
か
つ
繊
細
な
そ
の
線
か
ら
生
ま
れ
る
作
品
は
、
生
命
感
に
溢
れ
て

い
ま
し
た
。
さ
ら
に
呉
昌
碩
作
愛
用
の
「印
」を
も
ご
持
参
の
上
、
そ
の
場
で
公
開
さ
れ
、
解

説
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
一
同
、
門
外
不
出
の
本
物
の
「印
」を
目
の
あ
た
り
に
し
、

感
銘
と
い
う
お
土
産
を
お
持
ち
帰
り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

（大
会
運
営
委
員
長
）



( 2 )

第

回

学
生
・
若
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
会
報
告

国
内
局

８

去
る
６
月

日
（
日
）
、
日
本
大
学
文
理
学
部
に
お

24

い
て
、
「
第
８
回
学
生
・
若
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発

表
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

陳
建
志
氏
（
筑
波
大
院
・
博
士
後
期
２
年
）
に
よ
る

「
趙
孟
頫
の
小
楷
の
真
偽
に
つ
い
て
―
〈
快
雪
時
晴
帖
〉

跋
を
手
が
か
り
に
―
」
と
野
中
直
之
氏
（
大
東
大
院
・

博
士
後
期
１
年
）
に
よ
る
「
藤
原
定
実
筆
『
古
今
和
歌

集
』
仮
名
序
に
み
る
表
現
の
主
体
」
の
意
欲
的
な
二
発

表
に
対
し
、

名
が
参
加
し
た
。

48

後
半
の
意
見
交
換
会
で
は
、
金
子
馨
氏
（
日
大
）
、

鍋
倉
翔
織
氏
（
大
東
大
院
）
の
２
名
に
よ
る
基
調
報
告

に
つ
づ
き
、
こ
れ
か
ら
斯
学
の
研
究
者
を
目
指
す
若

手
、
な
ら
び
に
学
生
た
ち
が
日
ご
ろ
感
じ
て
い
る
諸
問

題
や
悩
み
を
、
現
場
の
実
情
な
ど
に
つ
い
て
有
意
義
な

意
見
交
換
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
研
究
の
方
法
論
は
も

と
よ
り
、
世
代
間
・
分
野
間
に
お
け
る
研
究
環
境
の
相

違
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
課
題
が
、
ま
ず
共
有
で
き
た

こ
と
は
、
大
き
な
成
果
で
あ
っ
た
。

於日本大学・研究発表風景

第
９
回

会
員
の
た
め
の
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
の
ご
案
内

国
内
局

先
着
順
〆
切
ᷝ
早
め
の
申
込
を
！

第
９
回
と
な
る
「
会
員
の
た
め
の
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
」
を

以
下
の
要
領
で
開
催
し
ま
す
。
奮
っ
て
ご
参
加
下
さ
い
。

日
時
…
平
成

年
３
月

日
（
日
）

時
～

時

25

17

14

16

場
所
…
泉
屋
博
古
館
（
左
京
区
鹿
ヶ
谷
下
宮
ノ
前
町

）
24

京
都
泉
屋
博
古
館
入
口

泉
屋
博
古
館
ア
ク
セ
ス

集
合
…
京
都
泉
屋
博
古
館
内
講
堂
に
午
後
２
時
集
合
。

な
お
、
入
館
す
る
際
に
は
、
各
自
、
入
館
料
を

お
支
払
い
く
だ
さ
い
。

内
容
…
博
古
館
所
蔵
の
八
大
山
人
〈
安
晩
帖
〉
、
許
友
、

包
世
臣
の
作
品
や
〈
寸
松
庵
色
紙
〉
、
〈
石
山

切
〉
な
ど
、
日
中
の
名
品
を
特
別
鑑
賞
し
ま
す
。

詳
細
リ
ス
ト
に
つ
い
て
は
、
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

掲
載
予
定
。
そ
の
他
、
企
画
展
と
常
設
展
を
あ

わ
せ
て
鑑
賞
し
、
当
日
は
博
古
館
学
芸
員
に
よ

る
住
友
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
概
要
レ
ク
チ
ャ
ー
も
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
見
学
後
、
懇
親
会
を
予
定
（
自
由

参
加
）
し
て
い
ま
す
。

先
着
順
に
て
、

名
定
員
で
締
切
り
ま
す
。

募
集
…

25

申
込
…

。

本
会
報
が
到
着
し
た
日
か
ら
、
２
月
末
日
ま
で

た
だ
し
、
定
員
に
達
し
次
第
締
切
り
ま
す
。

手
続
…
件
名
を
「
鑑
賞
セ
ミ
ナ
ー
申
し
込
み
」
と
し
て
、

所
属･

氏
名･

連
絡
先
を
明
記
の
上
、
メ
ー
ル
ま

た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
、
跡
見
学
園
女
子
大
学･

横

田
恭
三
宛
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

京
都
泉
屋
博
古
館
付
近

〈申 込 先〉

跡見学園女子大学（横田恭三宛）

メールアドレス：yokota@atomi.ac.jp

フ ァ ッ ク ス：０４８（４７８）３３９３

（文学部人文学科研究室）
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「
第

回

学
生
・
若
手
の
会
員
に
よ
る
研
究
発
表
会
」
発
表
者
公
募
に
つ
い
て

国
内
局

９

「
主
と
し
て
学
生
・
若
手
の
会
員
に
発
表
の
場
を
与

え
、
研
究
の
活
性
化
と
研
究
者
の
育
成
を
図
る
」
と
い
う

目
的
で
開
催
（
第
８
回
は
日
本
大
学
で
実
施
）
し
て
い
る

研
究
発
表
会
の
発
表
者
を
、
以
下
の
と
お
り
公
募
を
し

ま
す
。

発
表
の
後
、
座
談
会
形
式
で
参
加
者
相
互
に
書
を
め

ぐ
っ
て
意
見
交
換
の
場
を
設
け
ま
す
。

日
時
…
平
成

年
６
月

日
（日
）

時
～

時

25

23

13

17

会
場
…
大
阪
教
育
大
学
天
王
寺
キ
ャ
ン
パ
ス
西
館

内
容
…
①
若
手
研
究
発
表

２
名
～
３
名
（公
募
）

②
座
談
会
形
式
の
意
見
交
換
会

「あ
な
た
（私
）に
と
っ
て
の
書
の
魅
力
」

※
書
き
手
の
立
場
、
見
る
立
場
、
教
え
る
立
場
、

い
ろ
い
ろ
な
立
場
か
ら
書
の
魅
力
を
探
り
、
こ

れ
か
ら
の
書
芸
術
・
書
教
育
を
考
え
る
意
見

交
換
の
場
に
し
ま
す
。

〈
①
若
手
研
究
発
表
者
の
公
募
に
つ
い
て
〉

公
募
対
象
…
満

歳
以
下
、
ま
た
は
大
学
院
在
籍
者
に

35
限
り
ま
す
。

発
表
時
間
…
１
人

分
、
質
疑
応
答

分
、
合
計

分

20

10

30

を
持
ち
時
間
と
し
ま
す
。
ま
た
、
パ
ワ
ー
ポ

イ
ン
ト
な
ど
の
機
器
使
用
可
。

締
め
切
り
…
平
成

年
３
月

日
（金
）

25

15

応
募
方
法
…
電
子
メ
ー
ル
に
て
、
件
名
を
「
研
究
発
表
の

応
募
」
と
し
、
住
所
・
氏
名
・
所
属
を
明
記

の
上
、
発
表
内
容
の
題
目
と
要
約
（(

レ
ジ
ュ

メ
）
を
ワ
ー
ド
文
書
で
添
付
し
て
下
さ
い
。

文
字
数
は
５
０
０
～
６
０
０
字
と
し
ま
す
。

…
跡
見
学
園
女
子
大
学
（
横
田
恭
三
宛
）

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

y
o
k
o
ta@

ato
m
i.ac.jp

日
中
国
交
正
常
化
四
十
周
年
に
あ
た
る
本
年
の
活
動
報
告

国
際
局

会
報

号
に
記
し
た
通
り
、
国
際
局
は
平
成

年
度

21

22

か
ら
「
情
報
発
信
の
推
進
」
と
「
海
外
研
究
者
の
招
聘
」

を
二
つ
の
柱
と
し
て
い
る
。
特
に
後
者
は
「
今
後
予
算
の

範
囲
内
で
海
外
の
研
究
者
を
本
学
会
で
招
聘
す
る
方

向
で
進
め
る
」
こ
と
に
な
り
、
平
成

年
度
か
ら
ス
タ
ー

22

ト
す
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
既
に
報
告
し
た
よ
う
に
、
三

･

一
一
大
震
災
の
た
め
林
業
強
先
生(

香
港
中
文
大
学

文
物
館
館
長)

の
東
京
国
立
博
物
館
で
の
ご
講
演
を
断

念
し
た
。
さ
ら
に
日
本
全
体
が
「
復
興
祈
願
」
と
い
う
社

会
趨
勢
で
は
、
平
成

年
度
は
ど
な
た
も
お
招
き
し
え

23

な
か
っ
た
。

し
か
し
、
平
成

年
度
は
国
内
局
の
絶
大
な
る
協
力

24

を
得
、
大
会
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
初
め
て
「
海
外

研
究
者
の
招
聘
」
が
実
現
し
た
。
二
年
越
し
の
講
演
の
ス

タ
ー
ト
で
あ
る
。
そ
れ
は
胡
平
生
先
生(

中
国
文
化
遺
産

研
究
院
研
究
員)

の
講
演
会
「
簡
牘
の
偽
物
問
題
（
原
題:

簡
帛
辨
偽
）
」
で
あ
る
。
簡
牘
帛
書
に
関
す
る
最
先
端
の

研
究
報
告
で
あ
り
、
数
多
く
の
簡
帛
を
調
査
さ
れ
真
偽

の
鑑
定
に
東
奔
西
走
さ
れ
る
、
斯
界
の
牽
引
車
な
ら
で

は
の
ご
高
説
で
あ
っ
た
。

ま
た
呉
昌
碩
の
曾
孫
で
あ
る
呉
越
氏(

上
海
呉
昌
碩

記
念
館
執
行
館
長
）
が
来
日
さ
れ
、
水
墨
画
実
演
鑑
賞

と
呉
昌
碩
印
三
顆

過
眼
の
機
会
を
与

え
て
下
さ
っ
た
。

日
中
国
交
正
常

化
四
十
周
年
に
あ

た
る
本
年
、
両
国
の

歴
史
認
識
の
相
違

に
よ
り
多
く
の
文

呉
越
氏
実
演
風
景

化
交
流
行
事
が
中
止
ま
た
は
延
期
の
状
態
に
あ
る
。
そ

の
よ
う
な
中
で
、
胡
・
呉
両
先
生
は
学
術
芸
術
文
化
の
、

言
わ
ば
「
親
善
大
使
」
と
し
て
来
日
さ
れ
、
本
学
会
大
会

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
ご
協
力
、
ご
支
援
賜
わ
っ
た
。
改
め
て
国

際
局
と
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

一
方
の
「
情
報
発
信
の
推
進
」
は
、
残
念
な
が
ら
足
踏

み
状
態
に
あ
る
。
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は
周
知
の
通
り

軌
道
に
乗
り
始
め
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
は
主
に
国
内
外

で
開
催
さ
れ
る
国
際
会
議
を
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。
会
員
各
位
か
ら
の
情
報
提
供
を
こ

の
場
を
借
り
て
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
た
い
。

kaw
ach

i@
ic.daito.ac.jp

先
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

：（大
東
文
化
大
学
河
内
利
治
宛
）

供

フ
ァ
ッ
ク
ス
：
０
３
（
５
３
９
９
）７
３
８
２

提

（文
学
部
書
道
学
科
事
務
室
宛
）
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学
会
誌
「
書
学
書
道
史
研
究
第

号
」
の
編
集
に
つ
い
て

編
集
局

22

昨
年
秋
の
大
東
文
化
大
学
で
の
第

回
大
会
で
、
学
会

22

誌
に
関
す
る
投
稿
規
定
と
執
筆
要
領
の
見
直
し
に
つ
い
て

臨
時
理
事
会
で
検
討
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
決
定
さ
れ
た
新
た

な
投
稿
規
定
と
執
筆
要
領
は
、
す
で
に
学
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
「書
学
書
道
史
研
究
第

号
」

22

は
、
こ
の
新
た
な
投
稿
規
定
と
執
筆
要
領
に
も
と
づ
く
投

稿
論
文
に
対
し

て
、
査
読
を
行

い
、
採
用
さ
れ
た

論
文
８
編
と
研

究
ノ
ー
ト
１
編

を
中
心
に
編
集

し
た
も
の
で
す
。

こ
の
第

号
は
、
８
編
の
論
文
と
１
編
の
研
究
の
ノ
ー
ト

22

に
加
え
て
、
橋
本
貴
朗･

下
田
章
平･

押
木
秀
樹
の
三
先
生

ご
執
筆
に
よ
る
全

ペ
ー
ジ
に
わ
た
る
詳
細
な
「会
員
研
究

15

動
向
」を
含
め
、
こ
れ
ま
で
に
な
い
全
１
５
０
ペ
ー
ジ
と
い
う

分
厚
い
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
査
読
に
当
た
ら
れ
た
先
生
方

を
は
じ
め
、
種
々
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
先
生
方
に
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
第

号
か
ら
は
、
学
会
の
事
務
局
移
転
と
も

22

連
動
し
て
、
印
刷
業
者
に
つ
い
て
も
新
た
な
業
者
に
お
願
い

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
表
紙
の
体
裁
や
色
彩
な
ど
の
全

体
の
イ
メ
ー
ジ
は
変
更
せ
ず
、
図
版
の
鮮
明
度
を
増
す
た
め

に
、
す
こ
し
ツ
ヤ
の
あ
る
紙
質
に
変
え
た
程
度
で
す
が
、
コ
ス

ト
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
半
額
近
く
に
お
さ
え
る
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
と
違
っ
て
最
初
か
ら
最
後
ま
で
編
集
局
が
直
接

業
者
と
対
応
す
る
こ
と
に
な
っ
た
た
め
、
ス
ム
ー
ズ
に
運
ば
な

い
点
も
多
々
あ
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
編
集
で
一
度
経
験
し

ま
し
た
の
で
、
次
号
か
ら
は
よ
り
効
率
的
な
編
集
が
で
き
る

も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。
次
号
以
降
の
編
集
業
務
に
つ
い
て

も
、
今
回
の
業
者
に
継
続
し
て
お
願
い
す
る
予
定
で
す
。

学
会
誌
に
関
す
る
ご
意
見
、
あ
る
い
は
編
集
局
の
仕
事

に
関
す
る
ご
要
望
等
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
直
接
中
村
宛
に

書
信
、
メ
ー
ル
等
で
お
願
い
致
し
ま
す
。

研
究
局

「
Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」
に
つ
い
て

学
術
局

平
成

年
度
特
定
領
域
研
究
促
進
助
成
金
応
募
計
画
書
の
採
択
結
果

24

学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
と
お
り
、
昨
秋
、
独
立
行
政
法
人

科
学
技
術
振
興
機
構
（
Ｊ
Ｓ
Ｔ
）
運
営
の

Ｊ
―
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｇ
Ｅ
（
ジ
ェ
イ
・
ス
テ
ー
ジ
）
で

学
会
誌
『
書
学
書
道
史
研
究
』

号
が
公

21

開
さ
れ
ま
し
た
。
よ
う
や
く
学
会
誌
刊

行
か
ら
一
年
後
に
順
次
公
開
と
い
う
軌

道
に
乗
り
ま
し
た
の
で
、
今
後
も
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
ど
お
り
に
進
め
る
と
と
も
に
、
そ
の

利
便
性
向
上
も
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

h
ttp

s:/
/
w
w
w
.jstage.jst.go

.jp
/
b
ro
w
s

e/
sh
o
gak

u
sh
o
d
o
sh
i/
-
ch
ar/

ja

本
年
度
一
件
の
応
募
が
あ
り
、
所
定

の
審
査
規
程
に
従
い
、
複
数
の
審
査
員
に

よ
っ
て
厳
正
に
審
査
し
た
結
果
、
採
択
と

な
り
ま
し
た
。

応
募
領
域
・
研
究
課
題
名
・
申
請
者
名

は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

▽
応
募
領
域

近
現
代
書
道
史
・
近
現
代
書
学

▽
研
究
課
題
名

同
風
印
社
『
印
印
』
総
目
録
化

▽
申
請
者
名

(

研
究
代
表
者
名)

権
田
瞬
一

平
成

年
度
特
定
領
域
研
究
促
進
助
成
金
応
募
計
画
書
の
募
集

研
究
局

25

特
定
領
域
研
究
促
進
助
成
金
制
度
は
、
研
究
局
が
研

究
促
進
及
び
研
究
基
礎
整
備
の
必
要
性
が
特
に
求
め
ら

れ
る
領
域
を
特
定
し
、
会
員
を
対
象
に
当
該
領
域
の
研

究
計
画
を
募
集
し
、
応
募
の
あ
っ
た
研
究
計
画
か
ら
優

れ
た
成
果
又
は
有
用
な
成
果
が
期
待
で
き
る
計
画
を
選

定
し
た
う
え
で
、
研
究
推
進
助
成
金
を
支
給
し
、
翌
年

に
成
果
の
提
出
を
義
務
づ
け
、
当
該
領
域
の
研
究
促
進

と
斯
学
の
振
興
に
寄
与
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
成

果
は
論
文
に
限
り
ま
せ
ん
。
資
料
集
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
等

も
可
能
で
す
。

平
成

年
度
の
募
集
要
項
を
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

25

掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
同
制
度
の
規
程
と
併
せ
て
ご
覧
く

だ
さ
い
。
も
と
よ
り
学
生
会
員
の
応
募
も
可
能
で
す
。
揮

っ
て
ご
応
募
く
だ
さ
い
。
特
定
領
域
は
過
年
度
と
同
様
、

「
近
現
代
書
道
史
・
近
現
代
書
学
」
と
「
新
出
土
資
料
」
の

二
領
域
で
、
申
請
受
付
期
間
は
、
平
成

年
６
月
１
日

25

（土
）～
６
月
３
日
（月
）で
す
。
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書
跡
文
化
財
は
ど
の
地
域
で
保
存
す
べ
き
か

安
達

直
哉

最
近
特
に
書
跡
を
含
め
た
文
化
財
の
諸
外
国
と
の
間
の
移
動
が

頻
繁
に
な
っ
て
き
た
。
展
覧
会
に
と
も
な
う
一
時
的
な
移
動
の
ほ
か
に
、
返
還
や
売
却

な
ど
に
と
も
な
う
移
動
も
増
加
し
て
き
て
い
る
。
世
界
的
に
み
る
と
、
文
化
財
を
産
出

し
た
国
々
が
現
在
の
保
有
国
に
対
し
て
返
還
を
求
め
る
動
き
が
増
し
て
い
る
。
わ
が
国
に

対
し
て
も
韓
国
か
ら
の
返
還
要
求
は
厳
し
く
、
一
昨
年
に
は
宮
内
庁
の
『
朝
鮮
王
室
儀

軌
』
一
六
七
冊
等
が
引
き
渡
さ
れ
た
。
し
か
し
、
韓
国
か
ら
の
要
求
は
ま
だ
続
い
て
お

り
、
公
共
機
関
の
み
で
な
く
、
私
立
の
機
関
に
対
し
て
も
あ
り
、
大
倉
集
古
館
所
蔵
の
利

川
の
五
重
石
塔
な
ど
が
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
さ
ま
ざ
ま
な
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で
日
本

に
あ
っ
た
中
国
の
作
品
な
ど
が
高
値
で
中
国
人
に
購
入
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
。
さ
ら
に

私
立
博
物
館
の
質
の
高
い
中
国
の
書
が
購
入
さ
れ
て
中
国
に
戻
っ
た
と
い
う
話
も
聞
こ

え
て
く
る
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下
、
書
跡
を
含
む
文
化
財
は
一
体
ど
こ
に
あ
れ
ば
よ
い
の

か
と
考
え
ざ
る
を
え
な
い
。

国
内
で
も
東
京
と
地
方
の
間
で
同
種
の
問
題
が
存
す
る
。
埋
蔵
文
化
財
に
関
し
て
は

別
に
考
察
す
る
と
し
て
、
書
跡
で
い
え
ば
、
今
か
ら
八
年
前
に
注
目
さ
れ
る
論
争
が
あ
っ

た
。
そ
れ
は
国
宝
の｢

古
今
集
二
十(

高
野
切)

」一
巻
を
高
知
県
が
旧
大
名
家
山
内
氏
か

ら
購
入
す
る
か
否
か
で
主
に
県
内
で
論
義
と
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
時
ま
で
は
、
山

内
氏
が
東
京
に
在
住
し
て
い
た
た
め
か
な
り
長
期
間
東
京
国
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
て

い
た
。
国
へ
の
売
却
交
渉
も
あ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
の
時
点
で
は
国
は
す
ぐ
に
は
無
理
で
あ

る
が
、
何
年
か
先
に
は
購
入
す
る
可
能
性
を
示
し
て
い
た
。
一
方
高
知
県
は
、
す
で
に
平

成
七
年
か
ら
十
五
年
ま
で
約
一
万
点
以
上
の
も
の
を
売
却
や
寄
贈
に
よ
っ
て
入
手
し
て

い
た
。
こ
の
よ
う
な
中
で
県
議
会
を
は
じ
め
県
民
の
間
で
賛
否
の
議
論
が
沸
騰
し
た
の
で

あ
る
。

そ
こ
で
の
賛
成
派
の
論
拠
は
以
下
の
通
り
で
あ
っ
た
。
①
藩
主
一
族
が
代
々
受
け
継
い

で
き
た
資
料
で
あ
る
。
②
『
古
今
集
』
は
『
土
左
日
記
』
（
『
土
佐
日
記
』
）
で
知
ら
れ
る
紀

貫
之

が
編
者
で
あ
り
、
高
知
県
と
縁
が
あ
る
。
③
同
時
に
他
の
山
内
家
資
料
が
寄
贈

さ
れ
る
可
能
性
が
大
き
い
。
④
翌
年
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「功
名
が
辻
」が
放
映
さ
れ
る
の

で
、
観
光
の
目
玉
と
期
待
さ
れ
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

逆
に
反
対
派
が
主
張
し
た
点
は
次
の
通
り
で
あ
っ
た
。
①
こ
の
写
本
が
高
知
県
に
ど
こ

ま
で
縁
が
あ
る
の
か
、
山
内
家
は
明
治
維
新
以
来
東
京
に
在
住
し
て
い
る
。
②
県
が
購

入
し
な
く
て
も
国
が
購
入
す
る
で
あ
ろ
う
か
ら
、
散
逸
す
る
恐
れ
が
な
い
。
③
県
立
博

物
館
も
な
い
現
状
か
ら
考
え
て
県
の
管
理
体
制
が
不
十
分
で
あ
る
。
④
県
財
政
に
大
き

な
負
担
と
な
る
。

結
局
は
、
当
時
の
橋
本
知
事
の
英
断
で
高
知
県
が
七
億
円
で
購
入
し
、
同
時
に
約
三

万
六
千
点
の
資
料
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
観
光
の
目
玉
と
し
て
は
あ
ま
り

役
立
た
ず
、
県
立
の
博
物
館
も
建
設
さ
れ
て
い
な
い
現
状
で
は
今
で
も
購
入
し
な
か
っ
た

方
が
よ
か
っ
た
と
い
う
意
見
が
聞
か
れ
る
。

さ
て
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
考
え
る
際
に
指
標
と
し
た
い
の
は
、(

一)

保
存
に
適
し
た
環

境(

温
湿
度
管
理
や
防
犯
・
防
火
対
策
が
よ
り
よ
い)

、(

二)

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ
れ
ば
一
括

性
、(

三)

作
品
の
歴
史
性(

書
跡
の
中
で
も
石
碑
や
扁
額
、
古
文
書
な
ど
は
特
に
場
と
の

一
体
性
が
強
い)

、(

四)

多
く
の
人
々
が
観
覧
で
き
る
、(

五)

大
災
害
へ
の
備
え
と
い
う
点

で
あ
る
。
こ
の
事
例
で
い
え
ば
、
高
知
県
に
全
く
適
し
た
施
設
が
な
い
わ
け
で
も
な
い
こ
と

を
前
提
と
し
て
、(

二)

の
点
を
最
も
重
視
し
た
い
。
何
百
年
と
旧
大
名
家
に
伝
来
し
た
資

料
を
ば
ら
し
た
く
な
い
の
で
、
高
知
県
に
あ
る
の
が
よ
り
よ
い
と
考
え
る
。
さ
て
、
こ
れ
ら

の
問
題
に
対
し
て
ど
う
判
断
す
れ
ば
よ
い
の
か
諸
氏
の
御
意
見
を
広
く
聞
き
た
い
も
の
で

あ
る
。
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山
田
正
平
五
十
年
忌
に
寄
せ
て

神
野

雄
二

本
年
二
〇
一
二
年
は
、
山
田
正
平
没
後
五
十
年
に
当
た
っ
て
い

る
。
記
念
の
展
覧
会
が
東
京
の
鳩
居
堂
画
廊
で
、
一
〇
月
二
三
日
か
ら
二
八
日
ま
で
開

催
さ
れ
た
。
遺
作
展
は
、
正
平
没
後
、
山
田
家
の
皆
様
ま
た
正
平
を
慕
う
多
く
の
人
た

ち
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
数
回
に
亘
っ
て
開
催
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
中
心
と
な
っ
て
い
た
の
が

小
木
太
法
先
生
で
あ
っ
た
。
残
念
な
が
ら
小
木
先
生
は
本
年
一
〇
月
二
七
日
亡
く
な

ら
れ
た
。
ご
冥
福
を
祈
り
た
い
。
小
木
先
生
は
、
東
京
学
芸
大
学
時
代
か
ら
の
恩
師
で

あ
り
、
遺
作
展
、
作
品
集
の
刊
行
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
正
平
の
顕
彰
の
度
に
お
声
を
か

け
て
く
だ
さ
っ
た
。

山
田
正
平(

一
八
九
九
～
一
九
六
二)

は
、
日
本
の
篆
刻
の
祖
「
印
聖
」
と
称
さ
れ
る

高
芙
蓉
の
系
譜
に
連
な
る
。
古
来
「
詩
書
画
」
三
絶
の
文
人
活
動
は
、
文
人
必
須
の
条
件

と
し
て
詩
・
書
・
画
に
加
え
て
篆
刻
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
正
平
自
身
四
絶
の
芸
術
境
を

目
指
し
、
篆
刻
芸
術
に
命
を
賭
し
た
。
正
平
の
成
し
遂
げ
た
類
い
稀
な
功
績
を
考
え
る

に
、
わ
が
国
に
お
け
る
「印
仙
」と
称
し
て
も
よ
い
の
で
は
と
思
う
。

さ
て
、
日
本
に
お
け
る
印
学
の
研
究
、
印
章
や
篆
刻
そ
し
て
印
人
や
印
譜
の
、
広
い

視
野
に
立
っ
た
体
系
的
な
研
究
は
ま
だ
十
分
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

私
の
研
究
は
、
日
本
の
印
章
や
篆
刻
の
歴
史
的
、
文
化
史
的
な
解
明
を
目
的
と
し
て

お
り
、
総
括
的
に
は
日
本
の
印
学
の
体
系
化
を
目
指
し
た
い
。
こ
れ
は
書
学
・
書
道
史
の

対
象
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
美
学
・
美
術
史
、
歴
史
考
古
学
、
文
化
史
等
そ
の
裨
益
す

る
と
こ
ろ
は
甚
だ
大
き
い
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
〇
九
年
か
ら
五
年
間
の
計
画
で
、
科
学
研
究
費
補
助
金
の
助
成
を
受
け
「基
盤

研
究
（
Ｃ
）
」
「
日
本
の
篆
刻
に
関
す
る
基
礎
的
研
究
」
と
の
テ
ー
マ
で
、
研
究
に
従
事
し
て

い
る
。

こ
れ
ま
で
、
日
本
や
中
国
に
お
け
る
印
章
や
印
人
に
興
味
を
持
ち
、
そ
れ
へ
の
史
的

考
察
や
作
品
研
究
を
テ
ー
マ
に
据
え
論
考
を
発
表
し
て
き
た
。
日
本
の
印
人
の
研
究
、

主
と
し
て
高
芙
蓉
（
一
七
二
二
―
一
七
八
四
）
研
究
、
並
び
に
彼
を
祖
と
す
る
芙
蓉
派

の
一
系
譜
と
目
さ
れ
る
、
源
惟
良
、
小
俣
蠖
庵
、
福
井
端
隠
、
山
田
寒
山
、
山
田
正
平

等
の
事
績
の
調
査
・研
究
と
作
品
分
析
、
そ
し
て
印
学
の
継
承
と
そ
の
発
展
を
探
る
こ
と

を
問
題
と
し
て
き
た
。
ま
た
、
わ
が
国
の
印
人
伝
に
お
け
る
唯
一
の
専
著
と
言
え
る
中

井
敬
所
の
『
日
本
印
人
伝
』
を
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
・
資
料
よ
り
拾
遺
し
補
訂
す
る
こ
と

を
課
題
と
し
て
い
る
。
篆
刻
の
専
家
は
も
ち
ろ
ん
、
篆
刻
に
関
わ
る
傍
系
の
文
人
・
芸
術

家
の
研
究
も
併
せ
て
進
め
て
い
る
。

私
は
、
記
念
と
し
て
、
「
山
田
正
平
研
究
―
周
辺
の
人
々
と
そ
の
交
友
（
Ⅲ
）
―
」
（『
国

語
国
文
研
究
と
教
育
』
第
五
〇
号
、
熊
本
大
学
教
育
学
部
国
文
学
会
、
二
〇
一
二
年

二
月
）
を
執
筆
し
た
。
こ
れ
は
山
田
正
平
の
令
夫
人
喜
美
子
様
と
ご
令
嬢
梅
枝
様
に
昭

和
五
三
年
と
五
四
年
、
二
回
に
亘
り
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
試
み
た
が
、
そ
れ
を
纏
め
た
も
の

で
あ
る
。
正
平
の
日
常
の
姿
が
髣
髴
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

思
え
ば
、
恩
師
今
井
凌
雪
先
生
は
、
昨
年
二
〇
一
一
年
七
月
二
六
日
に
亡
く
な
ら

れ
た
。
先
生
は
、
正
平
を
団
長
と
し
た
第
三
次
訪
中
日
本
書
道
団
の
団
員
と
し
て
中
国

に
行
か
れ
て
お
り
、
正
平
を
敬
慕
し
て
い
た
。
先
生
は
、
正
平
に
自
用
印
を
刻
し
て
ほ
し

か
っ
た
が
、
先
生
が
中
国
か
ら
帰
ら
れ
て
直
ぐ
に
お
亡
く
な
り
に
な
り
残
念
で
あ
っ
た
、

と
語
ら
れ
た
。
ま
た
、
正
平
の
印
を
持
っ
て
い
る
が
、
そ
の
線
は
、
指
が
切
れ
る
か
と
思
う

く
ら
い
鋭
い
も
の
で
、
真
似
て
真
似
ら
れ
る
も
の
で
な
い
、
と
も
語
ら
れ
た
。

学
生
時
代
か
ら
の
お
二
人
の
恩
師
を
相
次
い
で
亡
く
し
残
念
で
な
ら
な
い
。
お
二
人

は
、
筆
と
刀
と
ペ
ン
を
持
っ
て
書
と
格
闘
さ
れ
た
。
私
も
、
微
力
な
が
ら
そ
の
志
を
継
ぎ
、

ご
恩
に
幾
分
か
で
も
報
い
た
く
念
願
し
て
い
る
。
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平
成

年
度
「
総
会
」
報
告

事
務
局

24

平
成

年

月

・

の
両
日
、
別
府
大
学
・別
府

24

11

17

18

キ
ャ
ン
パ
ス

号
館500

教
室
で
開
催
さ
れ
た
「第

回

32

23

大
会
」の
初
日
冒
頭
、
例
年
通
り
本
年
度
総
会
が
開

催
さ
れ
た
。

総
会
は
、
信
廣
友
江
理
事
の
司
会
で
、
ま
ず
横
田

恭
三
国
内
局
長
の
開
催
の
辞
、
豊
田
寛
三
・別
府
大

学
長
に
よ
る
開
催
大
学
代
表
挨
拶
、
澤
田
雅
弘
副
理

事
長
（理
事
長
代
理
）の
挨
拶
に
続
き
、
萩
信
雄
諮
問

委
員
を
議
長
に
選
出
し
て
議
事
に
入
り
、
以
下
の
議

事
及
び
報
告
が
な
さ
れ
た
。
な
お
、
議
事
に
つ
い
て
は
、

い
ず
れ
も
満
場
一
致
で
可
決
さ
れ
た
。

〈議

事
〉

▽

年
決
算
事
業
報
告
案
（鈴
木
晴
彦
事
務
局
長
）

23
▽

年
決
算
案
監
査
報
告
（杉
浦
妙
子
監
事
）

23
▽

年
予
算
事
業
計
画
案
（鈴
木
晴
彦
事
務
局
長
）

24
▽
会
則
の
一
部
改
正
案
（笠
嶋
忠
幸
副
国
内
局
長
）

〈報

告
〉

▽
編
集
局
報
告
（森
岡
隆
学
術
局
長
・代
理
）

▽
学
術
局
報
告
（森
岡
隆
学
術
局
長
）

▽
国
際
局
報
告
（河
内
利
治
国
際
局
長
）

▽
国
内
局
報
告
（横
田
恭
三
国
内
局
長
）

▽
研
究
局
報
告
（澤
田
雅
弘
研
究
局
長
）

▽
会
報
委
員
会
報
告
（高
城
弘
一
会
報
委
員
長
）

〈連

絡
〉

▽
大
会
日
程
等
説
明
（荒
金
信
治
開
催
大
学
担
当
）

▽
事
務
連
絡
（鈴
木
晴
彦
事
務
局
長
）

平成23年度 会計決算報告書 平成24年度 会計予算報告書

項 目 決 算 額 項 目 予 算 額

収 個人会員会費 2,354,000 収 個人会員会費 2,400,000

入 団体賛助会費 600,000 入 団体賛助会費 100,000

の その他の収入 585,783 の その他の収入 300,000

部 前年度繰越金 4,075,736 部 前年度繰越金 4,572,097

7,615,519 7,372,097合 計 合 計

編 集 局 係 費 989,729 編 集 局 係 費 600,000

国 際 局 経 費 315 国 際 局 経 費 300,000

国 内 局 経 費 230,855 国 内 局 経 費 600,000

学 術 局 経 費 50,000 学 術 局 経 費 200,000

支 研 究 局 経 費 0 支 研 究 局 経 費 500,000

《会報》編集委経費 0 《会報》編集委経費 200,000

ホームページ委経費 105,315 ホームページ委経費 200,000

事 務 局 経 費 事 務 局 経 費

出 謝金手当 0 出 謝金手当 200,000

会議費 2,913 会議費 300,000

荷造送料 469,120 荷造送料 400,000

遠隔地交通費 363,580 交通費 400,000

の 普及広報費 0 の 普及広報費 100,000

印刷費 219,771 印刷費 200,000

通信費 29,100 通信費 10,000

事務消耗品費 15,854 事務消耗品費 10,000

部 事務委託費 360,000 部 事務委託費 700,000

人件費 140,760 人件費 100,000

諸学会費 2,000 諸学会費 10,000

選管費 64,110 選管費 0

予備費／繰越金 4,572,097 予備費／繰越金 2,342,097

7,615,519 7,372,097合 計 合 計
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談

話

室

赤
羽
雲
庭
展
を
鑑
賞
し
て

宮
迫

英
嗣

昨
年
十
一
月
か
ら
十
二
月
下
旬
に
か
け
て
、

成
田
山
書
道
美
術
館
で
「生
誕
百
年
・赤
羽
雲

庭
」展
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
ご
覧
に
な
ら
れ
た

会
員
の
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

有
名
な
「凜
厳
」や
「暮
山
巍
峨
」を
は
じ
め
蘇

東
坡
や
墨
跡
風
の
作
な
ど
、
広
大
な
フ
ロ
ア
に
展

示
さ
れ
た
約
一
五
〇
点
の
作
品
群
が
発
す
る
独

特
の
墨
気
は
、
今
な
お
私
の
心
を
捉
え
て
離
し
ま

せ
ん
が
、
中
で
も
ひ
と
き
わ
印
象
的
だ
っ
た
の
が
、

一
九
三
四
年
作
の
「出
師
表
」で
す
。
他
作
に
比

べ
て
や
や
地
味
で
す
が
、
「集
字
聖
教
序
」と
見

紛
う
程
の
技
量
を
示
し
た
こ
の
作
、
驚
い
た
こ
と

に
制
作
年
が
な
ん
と
二
十
二
歳
。
こ
れ
ま
で
今

ひ
と
つ
理
解
で
き
な
か
っ
た

羲
之
を
書
か
せ
た

”

ら
雲
庭
の
右
に
出
る
者
は
い
な
い

と
い
う
当
時

“

の
逸
話
が
、
本
作
を
見
て
よ
う
や
く
理
解
出
来

た
気
が
し
ま
し
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
実
物
に
接

す
る
こ
と
が
い
か
に
大
切
か
を
本
展
を
通
し
て

再
確
認
し
ま
し
た
。

彼
の
地
に
収
蔵
す
る
趙
孟
頫
の
法
帖

陳

建
志

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
に
、
韓
国
国
立

中
央
図
書
館
へ行
き
、
そ
こ
に
所
蔵
す
る
趙
孟

頫
の
法
帖
を
調
査
し
て
き
ま
し
た
。
そ
れ
は
石
具

成
氏
の
博
士
論
文
『趙
孟
頫
書
法
東
伝
及
朝
鮮

松
雪
体
研
究
』(

中
央
民
族
大
学
、
二
〇
〇
一)

が
き
っ
か
け
で
し
た
。

石
氏
の
論
文
に
よ
れ
ば
、
韓
国
に
お
け
る
趙

孟
頫
書
法
の
受
容
は
法
帖
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大

き
い
と
理
解
で
き
ま
す
。
氏
の
研
究
は
こ
の
領
域

に
お
い
て
基
礎
と
な
る
も
の
で
す
が
、
個
々
の
法

帖
に
関
し
て
は
未
だ
調
査
の
余
地
が
あ
る
と
言

え
、
こ
れ
ら
一
群
の
法
帖
の
流
伝
史
や
、
真
偽
、

優
劣
等
の
問
題
解
明
に
、
力
を
注
ぐ
必
要
性
を

感
じ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
で
は
、
韓
国
所
在

の
趙
孟
頫
法
帖
を
実
見
す
る
と
い
う
所
期
の
目

的
を
達
成
し
ま
し
た
。
集
趙
字
書
法
帖
や
小
楷

「大
雨
賦
」等
は
、
管
見
の
限
り
、
未
だ
提
起
さ

れ
て
い
な
い
新
資
料
で
あ
り
、
今
後
、
稿
を
改
め

て
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

書
は
人
な
り

根
本

知

畠
山
記
念
館
に
て
、
秋
季
展
「利
休
と
織
部

―
茶
人
た
ち
の
好
み
と
見
立
て
―
」(

二
〇
一
二

年
十
月
六
日
―
十
二
月
十
六
日)

が
開
催
さ
れ

た
。
利
休
と
織
部
ゆ
か
り
の
品
を
中
心
に
、
二
人

が
求
め
た
美
の
か
た
ち
を
改
め
て
考
え
さ
せ
て
く

れ
る
素
晴
ら
し
い
展
覧
会
で
あ
っ
た
。
茶
道
具
の

良
さ
は
勿
論
の
こ
と
、
中
で
も
書
状
に
お
け
る
両

者
の
書
き
ぶ
り
の
違
い
が
大
変
興
味
深
い
も
の
で

あ
っ
た
。
利
休
の
書
は
、
行
間
や
文
字
の
大
き
さ

が
整
い
、
謹
直
な
書
き
ぶ
り
で
あ
る
。
一
方
、
織

部
は
行
が
左
へ傾
き
、
字
形
も
非
常
に
省
略
さ

れ
た
も
の
で
連
綿
も
少
な
い
。
か
ぶ
き
の
書
と
称

さ
れ
る
ほ
ど
個
性
的
な
も
の
で
あ
る
。
「書
は
人

な
り
」と
い
わ
れ
る
が
、
ま
さ
に
両
者
の
性
格
を

よ
く
表
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

書
は
歴
史
上
、
和
歌
や
茶
の
湯
な
ど
、
様
々

な
分
野
と
共
に
育
ま
れ
て
き
た
。
書
は
筆
法
の

み
な
ら
ず
、
そ
の
書
が
し
た
た
め
ら
れ
た
背
景
に

も
目
を
向
け
る
こ
と
で
、
一
層
深
み
あ
る
鑑
賞

に
繋
が
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
度
の
展
覧
会
は
、

書
道
学
の
重
要
性
お
よ
び
課
題
を
再
認
識
さ
せ

ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

研
究
の
リ
レ
ー

柳
田

さ
や
か

研
究
は
学
際
的
で
あ
る
べ
き
だ
と
い
わ
れ
ま

す
。
ま
た
、
書
道
史
研
究
に
美
術
史
学
的
方
法

を
取
り
入
れ
る
べ
き
だ
と
も
い
わ
れ
ま
す
。
現
在

は
研
究
が
積
み
重
な
り
、
そ
れ
を
見
直
せ
る
時

代
と
な
り
、
方
法
論
自
体
を
問
う
こ
と
も
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

研
究
と
い
う
の
は
リ
レ
ー
の
性
質
を
持
っ
て
お

り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
に
し
か
で
き
な
い
仕
事
が

き
っ
と
あ
り
ま
す
。
私
は
こ
れ
ま
で
、
日
本
近
代

に
お
い
て
「美
術
」と
非
「美
術
」と
の
境
界
に
あ
っ

た
書
を
考
察
し
て
き
ま
し
た
。
今
年
は
小
杉
榲

邨
著
『大
日
本
美
術
史
』を
通
し
て
、
美
術
史
と

し
て
の
書
道
史
に
注
目
し
ま
し
た
。
日
本
近
代
は

今
後
研
究
が
さ
ら
に
進
ん
で
い
く
領
域
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。
若
手
研
究
者
の
一
員
と
し
て
、
こ

れ
ま
で
の
研
究
の
バ
ト
ン
を
引
き
継
い
で
、
こ
れ
か

ら
の
研
究
の
一
端
を
担
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

新

入

会

員

※
平
成

年
５
月
か
ら
同
年

月
ま
で

24

11

〈一
般
会
員
〉

大
森

ア
ユ
ミ

長
崎
大
学
非
常
勤
講
師

安

裕
明

茨
城
大
学
非
常
勤
講
師

〈学
生
会
員
〉

青
木

豊

大
東
文
化
大
学
院

浅
野

泰
之

大
東
文
化
大
学
院

天
野

太
輔

筑
波
大
学
院

入
山

征
弘

大
東
文
化
大
学
院

上
原

澄
香

大
東
文
化
大
学
院

大
嶋

英
里

大
東
文
化
大
学
院

塩
島

敏
子

大
東
文
化
大
学
院

中
村
亜
由
視

大
東
文
化
大
学
院

益
山

浩
子

大
東
文
化
大
学
院

吉
田

修

大
東
文
化
大
学
院

栗

躍
崇

大
東
文
化
大
学
院

編

集

後

記

◆
新
春
、
上
野
の
山
は
王
羲
之
に
染
ま
り
ま

す
。
山
の
上
の
東
京
国
立
博
物
館
で
は
特
別
展

｢

書
聖

王
羲
之｣

（１
・

）が
開
催
さ

～
３
・
３

22

れ
、
麓
に
あ
る
勤
務
先
の
台
東
区
立
書
道
博
物

館
で
は
「不
折
が
学
ん
だ
、
書
聖･

王
羲
之
」と
題

し
て
恒
例
企
画｢

み
ん
な
が
見
た
い
優
品
展
パ
ー

ト

｣(

～
３
・３
）を
開
催
中
。
桜
の
時
期
を
前
に

10
書
の
名
花
で
彩
ら
れ
た
上
野
を
訪
れ
て
み
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

(

六
人
部)

◆
関
東
地
方
で
は
七
年
ぶ
り
の
大
雪
を
記
録

し
、
災
害
に
弱
い
街
で
あ
る
こ
と
と
共
に
、
雪
国

の
大
変
さ
を
痛
感
し
ま
し
た
。
さ
て
、
今
回
版
組

を
仰
せ
つ
か
り
ま
し
た
。
不
出
来
な
と
こ
ろ
も
あ

る
と
思
い
ま
す
が
、
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

(

金
子)

◆
周
知
の
と
お
り
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
発
達
に

は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
そ
れ
に
と
も
な

い
、
移
動
せ
ず
に
、
書
跡
資
料
を
収
集
す
る
事

情
も
変
化
し
て
き
て
い
る
。
か
つ
て
は
、
古
美
術

商
や
古
書
肆
な
ど
か
ら
送
付
さ
れ
た
目
録
の
モ

ノ
ク
ロ
図
版
を
、
あ
る
い
は
活
字
を
も
と
に
選
別

し
、
発
注
す
る
の
が
主
で
あ
っ
た
。
現
在
で
は
、
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
た
鮮
明
な
デ
ジ
タ
ル
画

像(

複
数)

か
ら
判
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
し
、
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
、
珍
品
・稀
覯
品
を
、
比
較

的
廉
価
で
入
手
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
そ
の

た
め
に
は
、
や
は
り
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
ろ
う
が
、
そ
れ
は
、
今
も

昔
も
変
わ
る
こ
と
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。(

高
城)


